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身近な情報をお寄せください。総務課（内線３０２）

荒船風穴に風向風速計が贈られる
　荒船風穴は自然エネルギーを利用し
蚕の卵のふ化の時期を調整した先駆的
産業でした。冷風の解明のため年間を
通しての温度や水温調査は行ってきま
したが、詳細な風向風速については調
査ができませんでした。今回、富岡ロー
タリークラブ様から超音波式風向風速
計の寄贈をいただき荒船1号風穴の岩
の隙間に風向風速計を設置することができました。これにより冷風の強さや風向など詳細なデータがとれ
るようになります。
　また冬場、逆の風の流れが起き、温風穴となって上部で暖かな空気を吹き出す現象などの解明ができる
こととなります。観測器を寄贈いただきました富岡ロータリークラブ様には深く感謝申し上げます。

木製ベンチが贈られました
　富岡中央ロータリークラブ様から、荒船風穴への来訪者の休憩場所にと木製ベンチが贈られ、10月1
日、贈呈式と、町関係者とクラブ員が協力しあい木製ベンチが設置されました。

　木製ベンチは史跡内及び史
跡周辺に置かれ、これから始ま
る紅葉を楽しんだり、史跡を堪
能する時間に利用していただ
ければと思います。なお、式典
前にはクラブ員の方々は美化
活動の一環だと見学者広場周
辺の除草作業もしてくれまし
た。本当にありがとうございま
した。

第43回福祉パレードが下仁田町を訪問
　本年も知的障害者福祉月間（９
月１日～３０日）に合わせ、９月１５
日に福祉パレードが役場を訪問し
ました。
　当日は、下仁田町「手をつなぐ
育成会」の会員から町長、議長、教
育長あてに、知的障害者を取り巻
く現状や問題点を伝えるメッセー
ジが読み上げられたのち、福祉作
業所通所者から花束が贈られまし
た。

第４５回町民バレーボール大会

リバティ 下仁田二葉

2 0
　９月４日（金）第４５回町民バレーボール大会が、下仁田中学校
体育館で開催されました。町民大会として初めての夜間開催と
なりましたが結果は次のとおりです。
優　勝　リバティ
準優勝　下仁田二葉

第２８回町民テニス大会
　９月１３日（日）、下仁田高等学校か
ら多数の参加を得て、第２８回町民テ
ニス大会がサンスポーツランドにお
いて開催されました。
　結果は次のとおりです。（敬称略）

秋の全国交通安全運動
　９月２９日（火）、秋の全国交通安全運動にともない、国道２５４
号線（道の駅しもにた前）で街頭指導が行われました。また、その
後下仁田町商店街で交通安全パレードが下小鼓笛隊協力のもと
行われました。

副町長に目録贈呈副町長に目録贈呈 設置された風向風速計設置された風向風速計

優　勝
準優勝

戸塚　　均
飯岡　　明（下仁田高校）
大澤　竜也（下仁田高校）
小林　優祐（下仁田高校）

森本美那乃（下仁田高校）
松原　伊吹（下仁田高校）

男子シングルス 女子シングルス

小須田敦子第３位

第４8回甘楽郡民体育大会
　第４８回甘楽郡民体育大会が、９月２０日（日）甘楽町を主会場に開催されました。
下仁田町からは、選手、役員総勢１５６名が参加し、スポーツの秋にふさわしい熱戦を繰り広げていました。
なお、開会式の席上で「平成２７年度甘楽郡体育協会功労者」の表彰が行われ、バレーボール審判員として
長年大会に貢献された荻野孝一さんが受賞されました。
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式典前の除草作業式典前の除草作業 設置された木製ベンチ前で記念撮影設置された木製ベンチ前で記念撮影

荒船風穴への寄贈

19 下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）
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　町・消防団・消防署が主催する地区別避難訓練を実施いたします。
　今年度は「土谷沢地区」で実施いたしますので、ご協力とご理解をお願い申し上げます。
日　　時　11月15日（日）　午前9時～午前11時まで
　　　　　※当日、午前8時から旧青倉小学校校庭において主催者側による開会式を行います。
　　　　　消防車両等が集結し、お騒がせいたしますが何卒ご了承ください。
目　　的　災害等が発生した場合に適切な行動ができるよう、
　　　　　住民と町、消防機関が連携を図りながら実践的な避難訓練を行います。
対象地区　土谷沢地区
　　　　　※詳細につきましては、土谷沢地区に回覧文書にてお知らせいたします。

土谷沢地区　避難訓練の実施について（お知らせ）

主　　催　下仁田町・下仁田町消防団・
　　　　　下仁田消防署
問合せ先　総務課 地域安全係
　　　　　☎82-2110

下仁田秋祭り
　10月10日、11日の両日、諏訪神社秋季例大祭が行われました。11日の
午前に行われた神輿渡御では降雨が心配されましたが、二日間予定通り行う
ことが出来ました。
　昨年から行われている写真コンテストの影響もあり、県内外を問わずたく
さんの方がカメラを手にし、シャッターチャンスを狙っていました。

救助資機材搭載型ポンプ車が第３分団第１部に配備
　「救助資機材搭載型消防ポンプ自動車」の引渡式が１０月１５日（木）、役場駐車場にて行われました。
　この車両は、消防庁国民保護課が窓口となり、全国各市町村に無償で貸付される制度により配備されたものです。
　今回、貸付される車両には消防ポ
ンプ以外に、エンジンカッターや油圧
コンビツールなどの救助資機材が装
備されており、消防団員の更なる災
害対応能力が求められますが、町消
防団が一致団結し、消防活動技術の
向上と消防精神の鍛錬に努めてまい
ります。

▲当番町の東町区
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意
し
て
有
り
ま
す
の
で
、ご
近
所
お
誘

い
の
上
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】 

１２
月
6
日（
日
）

　
第
１
回
　
午
前
９
時

５０
分

　
第
２
回
　
午
後
１
時

３０
分

　（
い
ず
れ
も
所
要
時
間
は
２
時
間

３０
分
）

【
場
　
所
】 

下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】 

１
、０
０
０
円（
入
場
券
は
第
1
回
、第
２
回
共
通
で
す
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
各
種
団
体
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す

◆
第
１
部
　
下
仁
田
町
有
志
の
皆
様
に
よ
る
歌
と
踊
り

◆
第
２
部
　
お
楽
し
み
歌
の
祭
典

※
ム
ー
ド
歌
謡
の
第一人
者
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
出
場

松
平
直
樹（
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
）

デ
ュ
エ
ッ
ト
ボ
ー
カ
ル

櫻
井
ま
り
歌
謡
シ
ョ
ー

「
お
座
敷
小
唄
」

「
愛
し
て
愛
し
て
愛
し
ち
ゃっ
た
の
よ
」

※
松
川
美
樹（
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
）

「
冬
か
も
め
」

「
帰
望
」

「
冬
晩
歌
」

◆
主
催
　
下
仁
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

【
問
合
せ
先
】　
会
長
　
茂
木
　
清
　
☎

８２
ー
２
８
１
１
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民公 館 だ よ り
平成27年11月1日発行 380号

【下仁田町公民館】
☎82-3535  FAX82-5489

「
年
越
し
そ
ば
教
室
」の

ご
案
内

　
年
越
し
に
、自
分
で
打
っ
た
、

そ
ば
を
食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。そ

ば
打
ち
の
教
室
を
開
催
い
た
し

ま
す
。ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で

す
。た
く
さ
ん
の
方
の
ご
応
募
お

待
ち
し
て
い
ま
す
♪

◇
日
　
時
　
１２
月
１０
日
、１
月

１４
日（
ど
ち
ら
も
木
曜
日
）全
２

回
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

◇
場
　
所 

下
仁
田
町
公
民
館

　
２
階
栄
養
学
習
室

◇
対
　
象 

成
人

◇
定
　
員 

１２
名（
先
着
順
）

◇
講
　
師 

中
澤
一
夫
先
生

（
西
牧
）

◇
内
　
容 

◇
材
料
費 

各
回
５
０
０
円

◇
持
ち
物 

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

◇
募
　
集 

１１
月
４
日（
水
）午

前
８
時
３０
分
か
ら
開
始
し
ま

す
。

◇
問
い
合
わ
せ・申
込
み

下
仁
田
町
公
民
館

☎
８２
―
３
５
３
５

「
ク
リ
ス
マ
ス・お
正
月
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
」の
ご
案
内

　「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
」の
、ク
リ
ス
マ
ス・お
正
月
に

向
け
て
の
ア
レ
ン
ジ
を
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
す
。今
回
作
る
も
の

は
、部
屋
に
置
い
て
ク
リ
ス
マ
ス・

お
正
月
気
分
を
楽
し
め
る
置
き

型
の
ア
レ
ン
ジ
で
す
。リ
ー
ス
ア
レ

ン
ジ
と
苔
玉
を
予
定
し
て
い
ま

す
。先
生
も
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
る
の
で
初
心
者
の
方
も
と
っ

て
も
楽
し
め
ま
す
よ
。た
く
さ
ん

の
方
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
♪

◇
日
　
時
　
１２
月
４
日
、１８

（
金
）午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
３

時
３０
分

◇
場
　
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

　
３
階
大
会
議
室

◇
対
　
象
　
成
人

◇
定
　
員
　
２０
名（
先
着
順
）

◇
講
　
師
　
中
澤
輝
子
先
生

（
前
橋
市
）

◇
内
　
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
作
製

◇
材
料
費
　
各
1
、5
0
0
円

◇
持
ち
物
　
木
工
用
ボ
ン
ド
、

ニッパ
ー（
針
金
を
切
る
も
の
）

◇
募
　
集
　
１１
月
４
日（
水
）午

前
８
時
３
０
分
か
ら
開
始
し
ま

す◇
問
い
合
わ
せ・申
込
み

下
仁
田
町
公
民
館

☎
８２
―
３
５
３
５

町
民
文
化
祭
作
品
展
示
会

　
１１
月
１４
日（
土
）〜
１６
日（
月
）

に
第
３５
回
町
民
文
化
祭
作
品
展

示
会
が
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。こ
の
１
年
間
で
、文

化
協
会
会
員
の
み
な
さ
ん
や
町

民
の
方
々
が
制
作
し
た
絵
画
、写

真
、手
芸
、書
な
ど
、様
々
な
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。見
て
い
る

だ
け
で
心
が
和
む
よ
う
な
作
品

や
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
数
展

示
さ
れ
ま
す
の
で
、た
く
さ
ん
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。14
日（
土
）に
は
、下

仁
田
茶
道
会
に
よ
る
抹
茶
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
よ
！
皆
様
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
期
　
日
　
１１
月
１４
日（
土
）〜

１６
日（
月
）

◇
時
　
間
　
１４
日
・
１５
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
、１６
日
は

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
員
募
集

　下
仁
田
書
道
会
で
は
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。実
用
的

な
筆
字
、ペ
ン
字
を
習
っ
て
い
ま

す
。初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す

◇
練
習
日
　
毎
月
　
第
二
木
曜

日
　
午
後
１
時
３０
分
か
ら

◇
連
絡
先
　
今
井
佳
子

（
☎
82
―
4
7
3
4
）

県
立
図
書
入
れ
替
え
の
お

知
ら
せ

　
次
回
の
県
立
図
書
の
入
れ
替

え
は
、１１
月
１３
日（
金
）で
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　町・消防団・消防署が主催する地区別避難訓練を実施いたします。
　今年度は「土谷沢地区」で実施いたしますので、ご協力とご理解をお願い申し上げます。
日　　時　11月15日（日）　午前9時～午前11時まで
　　　　　※当日、午前8時から旧青倉小学校校庭において主催者側による開会式を行います。
　　　　　消防車両等が集結し、お騒がせいたしますが何卒ご了承ください。
目　　的　災害等が発生した場合に適切な行動ができるよう、
　　　　　住民と町、消防機関が連携を図りながら実践的な避難訓練を行います。
対象地区　土谷沢地区
　　　　　※詳細につきましては、土谷沢地区に回覧文書にてお知らせいたします。

土谷沢地区　避難訓練の実施について（お知らせ）

主　　催　下仁田町・下仁田町消防団・
　　　　　下仁田消防署
問合せ先　総務課 地域安全係
　　　　　☎82-2110

下仁田秋祭り
　10月10日、11日の両日、諏訪神社秋季例大祭が行われました。11日の
午前に行われた神輿渡御では降雨が心配されましたが、二日間予定通り行う
ことが出来ました。
　昨年から行われている写真コンテストの影響もあり、県内外を問わずたく
さんの方がカメラを手にし、シャッターチャンスを狙っていました。

救助資機材搭載型ポンプ車が第３分団第１部に配備
　「救助資機材搭載型消防ポンプ自動車」の引渡式が１０月１５日（木）、役場駐車場にて行われました。
　この車両は、消防庁国民保護課が窓口となり、全国各市町村に無償で貸付される制度により配備されたものです。
　今回、貸付される車両には消防ポ
ンプ以外に、エンジンカッターや油圧
コンビツールなどの救助資機材が装
備されており、消防団員の更なる災
害対応能力が求められますが、町消
防団が一致団結し、消防活動技術の
向上と消防精神の鍛錬に努めてまい
ります。

▲当番町の東町区

第
25
回
下
仁
田
町

「
年
末
愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」ご
案
内

　
皆
様
の
暖
か
い
ご
協
力
に
よ
り
今
年
も
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ご
用
意
し
て
有
り
ま
す
の
で
、ご
近
所
お
誘

い
の
上
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】 

１２
月
6
日（
日
）

　
第
１
回
　
午
前
９
時

５０
分

　
第
２
回
　
午
後
１
時

３０
分

　（
い
ず
れ
も
所
要
時
間
は
２
時
間

３０
分
）

【
場
　
所
】 

下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】 

１
、０
０
０
円（
入
場
券
は
第
1
回
、第
２
回
共
通
で
す
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
各
種
団
体
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す

◆
第
１
部
　
下
仁
田
町
有
志
の
皆
様
に
よ
る
歌
と
踊
り

◆
第
２
部
　
お
楽
し
み
歌
の
祭
典

※
ム
ー
ド
歌
謡
の
第一人
者
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
出
場

松
平
直
樹（
マ
ヒ
ナ
ス
タ
ー
ズ
）

デ
ュ
エ
ッ
ト
ボ
ー
カ
ル

櫻
井
ま
り
歌
謡
シ
ョ
ー

「
お
座
敷
小
唄
」

「
愛
し
て
愛
し
て
愛
し
ち
ゃっ
た
の
よ
」

※
松
川
美
樹（
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
）

「
冬
か
も
め
」

「
帰
望
」

「
冬
晩
歌
」

◆
主
催
　
下
仁
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

【
問
合
せ
先
】　
会
長
　
茂
木
　
清
　
☎

８２
ー
２
８
１
１
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　11月に入った新刊図書は以下のとおりです。話題の本もあります。ぜひ、図書室
にお越しください。
　また、本のリクエストも随時受け付けていますので、よろしくお願いします

書　　名
悪道　五右衛門の復習

おとなの教養私たちはどこか来て、どこえゆくのか？

走れ移動図書館　本で寄り添う復興支援　

ポッケトに物語を入れて

嫌われる勇気　自己啓発の源流「アドラー」の教え

もし僕が２５歳なら、こんな５０のやりたいことがある

あなたはまだ本気を出していないだけ

わたしはマララ　教育のために立ち上がり、タリバンに撃たれた少女

宇宙をめざして海を渡る　ＭＩＴで得た学び、ＮＡＳＡ転職を決めた理由

１％の力

本当に怖い！薬物依存がわかる本

沼サン　野菜たっぷり！幸せサンドイッチレシピ

２１歳男子、過疎の山村に住むことにしました

いのちの花　捨てられた犬と猫の魂を花に変えて私たち物語

東大卒プロゲーマー　論理は結局、情熱にかなわない

あしにょきにょき　えほんのぼうけん　74

おぼろ舟　隅田川御用帳

雁の宿　隅田川御用帳

さくら道　隅田川御用帳　13

春雷　隅田川御用帳

鳴き砂　隅田川御用帳　15

夏の霧　隅田川御用帳

鹿鳴（はぎ）の声　隅田川御用帳

花の闇　隅田川御用帳

花野　隅田川御用帳　16

日の名残り　隅田川御用帳　14

風蘭　隅田川御用帳

冬桜　隅田川御用帳

紅椿　隅田川御用帳

蛍篭　隅田川御用帳

雪見船　隅田川御用帳

宵しぐれ　隅田川御用帳

はしれ、ゴールのむこうまで！

はっきょいどーん　講談社創作絵本

ほしじいたけ　ほしばあたけ講談社創作絵本

藪医ふらここ堂

心の力

向かい風で飛べ！

ミート・ザ・ビート

翔ぶ少女

花のベットでひるねして

「自分」の壁

ペナンプラ氏の２４時間書店

著者名
森村誠一

池上彰

鎌倉幸子

角田光代

岩見一郎　古賀史健

松浦弥太郎

小玉歩

マララ・ユスフザイ//クリスティーナ・ラム

小野雅裕

蒲田實

西勝英

沼夫//大沼由樹

水柿大地

向井愛実

ときど

深見春夫

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

くすのきしげのり//稲葉卓也

やまもとななこ

石川基子

朝井まかて

姜尚中

乾ルカ

羽田圭介

原田マハ

よしもとばなな

養老孟司

ロビン・スローン著・島村浩子訳

新刊図書情報
【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
し
ゃ
ぼ
ん
玉
天

　届
け
御
巣
鷹
忌

　
　
　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
庭
石
を
ぐ
る
り
囲
む
桜
草

　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
勢
崎
）

　並
木
三
千
夫

■
蜩
や
忘
れ
て
お
り
し
母
の
声

　
　
　
　
　
　
　（
下
仁
田
）

　茂
木

　久
里

■
微
風
に
棘
を
し
ま
ひ
し
秋
薊

　
　
　
　
　
　
　（
小

　坂
）

　佐
藤

　信
香

■
屋
根
か
ら
の
紅
葉
前
線
風
穴
へ

　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
野
仏
の
膝
に
ま
と
い
し
蔦
紅
葉

　
　
　
　
　才
子

■
雨
止
ん
で
虹
の
輪
開
く
山
の
端

　
　
　
　
　俊
子

■
道
端
に
お
お
い
か
ぶ
さ
り
萩
の
花

　
　
　
　次
子

■
少
子
化
に
悩
む
山
車
か
な
秋
祭
り

　
　
　
　旭

■
暮
れ
な
づ
む
狭
庭
の
白
き
コ
ス
モ
ス
に
ト
ン
ボ
は
一
日
の
つ
か
れ
い
や
せ
し

　
　
　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
村
人
の
參
道
整
理
御
巣
鷹
の
力
の
限
り
奉
仕
つ
づ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
富
岡
市
）

　佐
藤

　政
代

■
芒
野
を
歩
め
ば
白
穂
の
波
立
ち
ぬ
ほ
つ
れ
毛
掻
き
上
げ
冬
は
真
近
し

　
　
　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

【
下
仁
田
町
河
鹿
句
会
広
報
俳
句
十
一
月
分
】

■
蜩
の
和
し
て
木
魚
の
寺
暮
る
る

　
　
　
　
　
　う
め

■
十
薬
を
先
ず
は
一
服
丹
の
膳

　
　
　
　
　
　
　秋
月

■
無
惨
な
る
雨
台
風
の
爪
の
跡

　
　
　
　
　
　
　け
い
子

■
水
澄
み
て
川
面
に
う
つ
る
朝
の
風

　
　
　
　
　善
子

つ
た

そ
よ

か
ぜ

と
げ

あ
ざ
み

ひ
と
ひ

募集テーマ
（１）身近な自然環境や生態系等の保全と活用に向けた実践活動、研究、提案など。
（２）低炭素・循環型社会づくりに向けた身近な実践活動、提案など。
応募資格　群馬県内の営利を目的とする事業活動を行わない法人・団体（学校を除く）ならびに個人。
※前回受賞から５年を経過した既受賞者も応募を可とし、再受賞できます。
財団賞の表彰内容　表彰式を開催し、助成金として１先２０万円（７先以内）を贈呈します。
応募方法　「応募用紙」にご記入のうえ、下記の宛先へご送付ください。
応募用紙は、当財団のホームページからダウンロードしていただくか、または事務局に電話にてご請求ください。
応募締切　１２月４日（金）
応募・問合せ先　〒３７１－０８４６　前橋市元総社町１７１－１　
公益財団法人　群馬銀行環境財団　事務局　岸　☎０２７－２５５－６１６０

第19回「群馬銀行環境財団賞」募集のお知らせ



23 22下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　11月に入った新刊図書は以下のとおりです。話題の本もあります。ぜひ、図書室
にお越しください。
　また、本のリクエストも随時受け付けていますので、よろしくお願いします

書　　名
悪道　五右衛門の復習

おとなの教養私たちはどこか来て、どこえゆくのか？

走れ移動図書館　本で寄り添う復興支援　

ポッケトに物語を入れて

嫌われる勇気　自己啓発の源流「アドラー」の教え

もし僕が２５歳なら、こんな５０のやりたいことがある

あなたはまだ本気を出していないだけ

わたしはマララ　教育のために立ち上がり、タリバンに撃たれた少女

宇宙をめざして海を渡る　ＭＩＴで得た学び、ＮＡＳＡ転職を決めた理由

１％の力

本当に怖い！薬物依存がわかる本

沼サン　野菜たっぷり！幸せサンドイッチレシピ

２１歳男子、過疎の山村に住むことにしました

いのちの花　捨てられた犬と猫の魂を花に変えて私たち物語

東大卒プロゲーマー　論理は結局、情熱にかなわない

あしにょきにょき　えほんのぼうけん　74

おぼろ舟　隅田川御用帳

雁の宿　隅田川御用帳

さくら道　隅田川御用帳　13

春雷　隅田川御用帳

鳴き砂　隅田川御用帳　15

夏の霧　隅田川御用帳

鹿鳴（はぎ）の声　隅田川御用帳

花の闇　隅田川御用帳

花野　隅田川御用帳　16

日の名残り　隅田川御用帳　14

風蘭　隅田川御用帳

冬桜　隅田川御用帳

紅椿　隅田川御用帳

蛍篭　隅田川御用帳

雪見船　隅田川御用帳

宵しぐれ　隅田川御用帳

はしれ、ゴールのむこうまで！

はっきょいどーん　講談社創作絵本

ほしじいたけ　ほしばあたけ講談社創作絵本

藪医ふらここ堂

心の力

向かい風で飛べ！

ミート・ザ・ビート

翔ぶ少女

花のベットでひるねして

「自分」の壁

ペナンプラ氏の２４時間書店

著者名
森村誠一

池上彰

鎌倉幸子

角田光代

岩見一郎　古賀史健

松浦弥太郎

小玉歩

マララ・ユスフザイ//クリスティーナ・ラム

小野雅裕

蒲田實

西勝英

沼夫//大沼由樹

水柿大地

向井愛実

ときど

深見春夫

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

藤原緋沙子

くすのきしげのり//稲葉卓也

やまもとななこ

石川基子

朝井まかて

姜尚中

乾ルカ

羽田圭介

原田マハ

よしもとばなな

養老孟司

ロビン・スローン著・島村浩子訳

新刊図書情報
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募集テーマ
（１）身近な自然環境や生態系等の保全と活用に向けた実践活動、研究、提案など。
（２）低炭素・循環型社会づくりに向けた身近な実践活動、提案など。
応募資格　群馬県内の営利を目的とする事業活動を行わない法人・団体（学校を除く）ならびに個人。
※前回受賞から５年を経過した既受賞者も応募を可とし、再受賞できます。
財団賞の表彰内容　表彰式を開催し、助成金として１先２０万円（７先以内）を贈呈します。
応募方法　「応募用紙」にご記入のうえ、下記の宛先へご送付ください。
応募用紙は、当財団のホームページからダウンロードしていただくか、または事務局に電話にてご請求ください。
応募締切　１２月４日（金）
応募・問合せ先　〒３７１－０８４６　前橋市元総社町１７１－１　
公益財団法人　群馬銀行環境財団　事務局　岸　☎０２７－２５５－６１６０

第19回「群馬銀行環境財団賞」募集のお知らせ


